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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変速機(15)と、前記変速機(15)をシフトアップ又はシフトダウンさせてドライバ要求ト
ルクから求められる目標変速段に前記変速機(15)を変速制御する変速制御手段(18)と、操
作スイッチ(26)が入れられている状態でアクセルペダル(11)の踏み込み量がゼロになると
作動可能な補助ブレーキ(13)とを備えた車両の変速制御装置において、
　エンジン(12)の回転速度を検出する回転速度検出手段(21)が設けられ、
　前記補助ブレーキ(13)が作動不能な不作動低回転速度域を有し、
　前記変速制御手段(18)は、前記操作スイッチ(26)が入れられておりかつ前記アクセルペ
ダル(11)の踏み込み量がゼロとされる場合に、前記回転速度検出手段(21)が前記不作動低
回転速度域に属する回転速度を検出すると、前記エンジン(12)の回転速度が前記不作動低
回転速度域を超えるように前記変速機(15)をシフトダウンさせる
　ことを特徴とする補助ブレーキ付き車両の変速制御装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、不作動低回転速度域を有する補助ブレーキを備える補助ブレーキ付き車両の
変速制御装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、トラックなど商用車において、自動変速装置を搭載するものが多く見られる。こ
のような自動変速装置として、機械的なクラッチと歯車式の変速機を用い、これらの作動
状態を検出する各種センサとこれらを駆動するアクチュエータを設けたものが知られてい
る。このような車両の変速制御装置では、運転者の操作力で手動変速するのでなく、各種
センサの検出信号に基づいてコントロールユニットによりアクチュエータを制御し、所定
の変速マップに従って変速機をシフトアップ又はシフトダウンさせて、ドライバ要求トル
クから求められる目標変速段に変速機を変速制御している。
【０００３】
　また、このような比較的大型の車両では、主ブレーキ装置の補助として、アクセルオフ
時や主ブレーキオン時に作動する圧縮開放ブレーキや排気ブレーキなどを備えている（例
えば、特許文献１参照。）。この圧縮開放ブレーキや排気ブレーキなどの補助ブレーキは
、運転者のスイッチ操作により補助ブレーキが有効な状態に設定されているときに、運転
者がアクセルペダルを解放してその踏み込み量をゼロにすると作動し、逆に、運転者がア
クセルペダルを踏み込むと、その補助ブレーキ状態を解除し、車両を加速することができ
るように構成される。
【０００４】
　一方、圧縮開放ブレーキや排気ブレーキなどの補助ブレーキを、エンジンの回転速度が
低い場合において作動させると、エンジンを停止させてしまうおそれがある。この低回転
速度においてエンジンが停止してしまうことを回避するため、このような補助ブレーキに
は不作動低回転速度域が設けられ、エンジンの回転速度が、その不作動低回転速度域に属
するような低回転速度である場合には、スイッチ操作により補助ブレーキが有効な状態に
設定されており、かつ運転者がアクセルペダルを解放してその踏み込み量をゼロにしたと
しても、補助ブレーキを作動させないようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－２１０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、補助ブレーキの作動にあたっては、運転者のスイッチ操作により補助ブレーキ
を作動させるか否かが決められるものであるので、エンジンの回転速度が不作動低回転速
度域に属する場合において補助ブレーキを作動させないとすると、運転者の感性として、
スイッチ操作を行ったのにも係わらず補助ブレーキが作動しないという違和感を与えるこ
とに成り、好ましくない。
【０００７】
　この点を解消するために、エンジンの回転速度が不作動低回転速度域に属する場合にお
いても補助ブレーキを作動させてしまうことが考えられる。けれども、その場合には、エ
ンジンが停止してしまうことを回避する必要がある。
【０００８】
　本発明の目的は、エンジンの回転速度が不作動低回転速度域に属する場合にあっても、
エンジンを停止させることなく運転者のスイッチ操作により補助ブレーキによる制動作用
を得て、運転者に違和感を与えない補助ブレーキ付き車両の変速制御装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、変速機と、変速機をシフトアップ又はシフトダウンさせてドライバ要求トル
クから求められる目標変速段に変速機を変速制御する変速制御手段と、操作スイッチが入
れられている状態でアクセルペダルの踏み込み量がゼロになると作動可能な補助ブレーキ
とを備えた補助ブレーキ付き車両の変速制御装置の改良である。
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【００１０】
　その特徴ある構成は、エンジンの回転速度を検出する回転速度検出手段が設けられ、補
助ブレーキが作動不能な不作動低回転速度域を有し、変速制御手段は、操作スイッチが入
れられておりかつアクセルペダルの踏み込み量がゼロとされる場合に、回転速度検出手段
が不作動低回転速度域に属する回転速度を検出すると、エンジンの回転速度が不作動低回
転速度域を超えるように変速機をシフトダウンさせるところにある。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の補助ブレーキ付き車両の変速制御装置では、回転速度検出手段が不作動低回転
速度域に属するエンジンの回転速度を検出すると、回転速度検出手段がエンジンの回転速
度が不作動低回転速度域を超えるように変速機をシフトダウンさせるので、エンジンの回
転速度が高まった状態で補助ブレーキを作動させることができる。このように、エンジン
の回転速度が不作動低回転速度域に属する場合にあっても、アクセルペダルの踏み込み量
がゼロになると、エンジンの回転速度を高めた状態で補助ブレーキを作動させることがで
きるので、エンジンが停止すること回避しつつ補助ブレーキの減速作用を十分に得ること
が可能になる。これにより、補助ブレーキを作動させるスイッチを操作した運転者に違和
感を与えることはない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明実施形態の変速制御装置の補助ブレーキを作動させるまでの動作を示すフ
ローチャートである。
【図２】その変速制御装置を含む車両の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を図面に基づいて説明する。
【００１４】
　図２に、本発明の変速装置を適用した車両１０の要部構成を示す。この車両１０はトラ
ック等の大型車両であって、この車両１０には、前輪１７ａ及び後輪１７ｂの回転を直接
的に制動可能な図示しない主ブレーキ装置と、その主ブレーキ装置を運転者の踏み込みに
より作動させるブレーキペダルが設けられる。そして、この車両１０には、主ブレーキ装
置の補助として、アクセルペダル１１が踏み込まれていないアクセルオフ時や、その主ブ
レーキ装置が作動したときに作動する、補助ブレーキとしての圧縮開放ブレーキ１３が設
けられる。この補助ブレーキとしての圧縮開放ブレーキ１３は、エンジン１２の排気通路
に配設され、その圧縮開放ブレーキ１３の制御装置である補助ブレーキＥＣＵ（電子制御
ユニット）１４が備えられる。
【００１５】
　エンジン１２には変速機１５が連結され、ドライブシャフト１６を介して後輪１７ｂが
更に連結される。エンジン１２の出力を後輪１７ｂに伝達する変速機１５は、変速制御手
段を構成する自動変速ＥＣＵ１８により制御される機械式の自動変速機１５であって、自
動変速ＥＣＵ１８は、変速機１５をシフトアップ又はシフトダウン可能に構成される。こ
の自動変速ＥＣＵ１８にはメモリ１８ａが設けられ、そのメモリ１８ａには、ドライバ要
求トルク等の条件に応じた目標変速段が記載された変速マップが記憶される。ここで、ド
ライバ要求トルクとは、アクセルペダル１１の踏み込みにより開閉するスロットルの開度
と車速から求められるものである。
【００１６】
　また、この車両１０には、エンジン１２の制御装置であるエンジンＥＣＵ１９が設けら
れる。そして、このエンジンＥＣＵ１９からはエンジン１２における燃料噴射装置１２ａ
にその制御出力が接続される。
【００１７】
　また、車両１０には、アクセルペダル１１の踏み込み量を検出するアクセルセンサ２４
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と、車両の走行速度を検出する車速センサ２２と、エンジン１２のクランシャフトの回転
速度を検出する回転速度センサ２１が設けられる。また、車両１０には、アクセルペダル
１１の踏み込み量がゼロである場合に、補助ブレーキである圧縮開放ブレーキ１３を作動
可能にする操作スイッチ２６が設けられる。
【００１８】
　そして、上述した補助ブレーキＥＣＵ１４，自動変速ＥＣＵ１８，エンジンＥＣＵ１９
，回転速度センサ２１，車速センサ２２，アクセルセンサ２４及び操作スイッチ２６等は
、図示しない他の機器と共にＣＡＮ（Controller Area Network）２３を介して連結され
、互いに交信可能に構成される。
【００１９】
　エンジンＥＣＵ１９は、運転者がアクセルペダル１１を踏み込んで車両１０を走行させ
る時に、エンジン１２に供給される燃料流量をアクセルペダル１１の踏み込み量に応じて
増減させ、エンジン１２の回転をその所望の回転に維持させるように構成される。そして
、そのアクセルペダル１１の踏み込み量や、回転速度センサ２１が検出するエンジン１２
の回転速度や、車速センサ２２が検出する車両１０の走行速度が変化すると、変速制御手
段である自動変速ＥＣＵ１８は、ドライバ要求トルクから求められる目標変速段に変速機
１５を変速制御するように構成される。即ち、自動変速ＥＣＵ１８は、変速機１５をシフ
トアップ又はシフトダウンさせることにより、メモリ１８ａに記憶された変速マップに従
って、ドライバ要求トルクから求められる目標変速段に変速機１５を変速制御するように
構成される。
【００２０】
　一方、運転者がアクセルペダル１１の踏み込みを解除して、そのアクセルペダル１１が
解放された事実をアクセルセンサ２４が検出して出力すると、エンジンＥＣＵ１９は、エ
ンジン１２に供給される燃料流量を、エンジン１２の回転がアイドリング速度で維持する
ために必要な最小量にするように構成される。このため、変速機１５において走行ギヤが
選択され、相応の速度で車両１０が走行中に、アクセルペダル１１が解放された事実をア
クセルセンサ２４が検出して出力すると、アイドリング速度で維持されようとするエンジ
ン１２が後輪１７ｂの回転を制動する、いわゆるエンジンブレーキの状態になる。
【００２１】
　この実施の形態における圧縮開放ブレーキ１３は、このようなエンジンブレーキの状態
で作動するものであって、ディーゼルエンジン１２における圧縮行程において、ピストン
が上死点付近に達した段階で、燃料を噴射せずに排気バルブを開いてシリンダ内の空気の
圧縮を開放する機構である。そして、ピストンが上死点を通過した後に排気バルブを閉じ
ることにより、ピストンの下降に伴ってシリンダ内の圧力を下げ、これによりクランクシ
ャフト回転の抵抗とする。すると、エンジンブレーキの状態において後輪１７ｂにより回
転駆動されるエンジン１２の回転速度は更に減速させられ、これにより圧縮開放ブレーキ
１３は、車両１０に対して実質的にブレーキとして作用することになる。
【００２２】
　このような圧縮開放ブレーキ１３を作動させる操作スイッチ２６は、この実施の形態で
は、その操作レバー２６ａを運転者が傾倒させるように構成されたものを示す。即ち、図
２の破線で示す基本状態がオフ状態を示し、このオフ状態ではエンジンブレーキ状態であ
っても、補助ブレーキＥＣＵ１４は、ピストンが上死点付近に達した段階で、排気バルブ
を開くようなことをしないように構成される。そして、その操作レバー２６ａをオフ状態
から傾倒させて、実線で示す傾倒状態にすると、操作スイッチ２６が入れられている状態
と成る。このように操作スイッチ２６が入れられている状態と成ると、エンジンブレーキ
状態において、補助ブレーキＥＣＵ１４は圧縮開放ブレーキ１３を作動させ、ピストンが
上死点付近に達した段階で排気バルブを開き、ピストンが上死点を通過した後に排気バル
ブを閉じてシリンダ内の圧力を下げ、これによりエンジン１２の回転速度をさらに減速さ
せるように構成される。
【００２３】
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　一方、この補助ブレーキである圧縮開放ブレーキ１３には、エンジン１２の回転速度を
減速させることができない作動不能な不作動低回転速度域が設けられる。この不作動低回
転速度域は、エンジン１２が停止してしまうことを防止するために設けられるものであっ
て、いわゆるアイドル回転速度近傍において設定される。
【００２４】
　そして、操作スイッチ２６の操作レバー２６ａを実線で示す傾倒状態にすると、アクセ
ルペダル１１の踏み込み量がゼロとされるエンジンブレーキ状態において、回転速度検出
手段である回転速度センサ２１が不作動低回転速度域に属する回転速度を検出すると、自
動変速ＥＣＵ１８は変速機１５をシフトダウンさせて、その回転速度検出手段である回転
速度センサ２１が検出するエンジン１２の回転速度が不作動低回転速度域を超えるように
構成される。
【００２５】
　次に、このように構成された補助ブレーキ付き車両の変速制御装置の動作を説明する。
【００２６】
　先ず、変速制御手段である自動変速ＥＣＵ１８における制御を図１に示す。この図１に
示すよう、変速機１５において走行ギヤが選択され、相応の速度で車両１０が走行中に、
運転者がアクセルペダル１１の踏み込みを解除してエンジンブレーキの状態にすると、そ
のアクセルペダル１１が解放された事実はアクセルセンサ２４により検出されて出力され
る。この検出出力によりエンジンブレーキ状態である（Ｓ２１）ことを検知した自動変速
ＥＣＵ１８は、次に、運転席にある操作スイッチ２６が操作されて、その操作レバー２６
ａが図２の破線で示すオフ状態であるか又は実線で示す傾倒状態であるか確認する（Ｓ２
２）。即ち、補助ブレーキである圧縮開放ブレーキ１３は、運転者により使用するかどう
かを選択できるようになっている。その結果、操作スイッチ２６の操作レバー２６ａが図
２の破線で示すオフ状態であった場合は、既に補助ブレーキが作動している場合には、そ
の補助ブレーキを解除して（Ｓ２３）、リターンする。
【００２７】
　一方、操作スイッチ２６の操作レバー２６ａが図２の実線で示す傾倒状態である場合は
、エンジンブレーキ状態において、運転者により圧縮開放ブレーキ１３を使用する意思が
表されたものであり、この場合、自動変速ＥＣＵ１８は、次に、エンジン１２の回転速度
を回転速度センサ２１から入力する（Ｓ２４）。そして、その回転速度が、圧縮開放ブレ
ーキ１３の不作動低回転速度域に属するか否かを判断する（Ｓ２５）。
【００２８】
　その結果、回転速度センサ２１が検出する回転速度が圧縮開放ブレーキ１３の不作動低
回転速度域に属さずに、その不作動低回転速度域を超えていると、シフトダウンすること
なく、補助ブレーキＥＣＵ１４に指令を出して、操作レバー２６ａの操作位置に基づいて
、補助ブレーキである圧縮開放ブレーキ１３を作動させ（Ｓ２６）、リターンする。即ち
、操作スイッチ２６の操作レバー２６ａが図２の実線で示す傾倒状態であって、エンジン
ブレーキ状態になり、かつ回転速度検出手段である回転速度センサ２１が不作動低回転速
度域を超える回転速度を検出すると、補助ブレーキＥＣＵ１４は圧縮開放ブレーキ１３を
作動させる。よって、運転者が、エンジンブレーキ状態における圧縮開放ブレーキ１３の
作動を好まない場合には、操作スイッチ２６の操作レバー２６ａが図２の破線で示すオフ
状態にすることにより、圧縮開放ブレーキ１３が作動しないように選択することができる
。
【００２９】
　逆に、操作スイッチ２６が入れられておりかつアクセルペダル１１の踏み込み量がゼロ
とされる場合に、回転速度検出手段である回転速度センサ２１が不作動低回転速度域に属
する回転速度を検出すると（Ｓ２５）、変速制御手段である自動変速ＥＣＵ１８は、変速
機１５をシフトダウンさせる（Ｓ２７）。この変速機１５のシフトダウン（Ｓ２７）にあ
って、変速制御手段である自動変速ＥＣＵ１８は、回転速度検出手段である回転速度セン
サ２１が不作動低回転速度域を超える回転速度を検出するシフトダウンの段数を演算して
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求め、その求められた段数のシフトダウンを行う。
【００３０】
　このシフトダウンによりエンジン１２の回転速度は上昇することになり、このシフトダ
ウンによりエンジン１２の回転速度が不作動低回転速度域を超えた後に、補助ブレーキＥ
ＣＵ１４は補助ブレーキである圧縮開放ブレーキ１３を作動させ（Ｓ２６）、リターンす
る。これにより、エンジン１２が停止することなく、補助ブレーキ１３による制動作用は
得られることに成り、スイッチ操作により補助ブレーキ１３による制動作用を得ようとし
た運転者に違和感を与えることはない。
【００３１】
　なお、上述した実施の形態では、補助ブレーキが圧縮開放ブレーキ１３である場合を説
明したけれども、補助ブレーキは不作動低回転速度域を有する限り、圧縮開放ブレーキ１
３に限られない。例えば、補助ブレーキはリターダであっても良く排気ブレーキであって
も良い。
【００３２】
　図示しないが、リターダは大型車両などに利用されている電気制動装置である。広く知
られた形態では、車軸を駆動するためのプロペラシャフトに連結されて回転する発電機を
設け、この発電機の電気出力に抵抗器を接続する構造のものである。運転席に設けたスイ
ッチ操作によりリターダを制動状態に操作すると、この発電機の出力電流は抵抗器に流れ
、プロペラ軸の機械的な負荷が大きくなり車両は制動状態となって、主ブレーキ装置を補
助し得るものである。
【００３３】
　また、排気ブレーキとは、エンジン１２の排気通路に開閉弁を設ける構造のものである
。具体的には、エンジンブレーキの状態のときに、運転者が操作スイッチ２６を操作する
ことにより、補助ブレーキＥＣＵ１４はエンジン１２の排気通路に設けられた開閉弁を閉
じるように構成される。そして、開閉弁が閉じられると、エンジン１２における排気圧力
が高まって回転速度を減速させ、これにより排気ブレーキは、車両１０に対して実質的に
ブレーキとして作用することになる。
【００３４】
　また、上述した実施の形態では、回転速度検出手段が不作動低回転速度域を超える回転
速度を検出するシフトダウンの段数を自動変速ＥＣＵ１８が演算して求め、その求められ
た段数のシフトダウンを行う場合を説明した。けれども、回転速度検出手段が不作動低回
転速度域に属する回転速度を検出すると、回転速度検出手段である回転速度センサ２１が
不作動低回転速度域を超える回転速度を検出するまで、シフトダウンを１段づつ行うよう
にしても良い。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　車両
　１１　アクセルペダル
　１２　エンジン
　１３　圧縮開放ブレーキ（補助ブレーキ）
　１５　自動変速機
　１８　自動変速ＥＣＵ（変速制御手段）
　２１　回転速度センサ（回転速度検出手段）
　２６　操作スイッチ
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